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	PTXTTAIOUSAKU: 今後も道路のパトロールを充実させ、快適な道路空間を提供するためには、危険個所の早期発見と迅速な対応を行い、工法などをさらに検討し、道路施設を長寿命化することやトータルコストを削減するよう努めていく必要がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　橋梁については、長寿命化修繕計画に基づき補修を順次実施することにより、健全な橋梁を保つ必要があり、この取り組みは、予算レベルを拡充することで施策評価の向上に繋げる。
	PTXTHYOUKASYA: 道路管理課長　今井　吾郎
	PTXTSYOZOKUCYO: 都市整備部長　須藤　浩一
	PTXTCOMMENT: 緊急修繕などで迅速な対応により、快適な道路環境を提供し市民アンケートの目標値を僅かであるが達成でき、更なる市民の満足度をあげるため道路パトロールの充実を図る。苦情件数が昨年度より減少した理由として、パトロールにより早期発見で対応できているためと言える。また、深谷市交通バリアフリー基本構想に基づき歩道整備を実施できた。橋梁については、橋梁の法令定期点検の診断結果を踏まえ、長寿命化修繕計画と整合を図りながら補修を進めて行く。
	PTXTKENKAI: 道路管理者として適切に処置・対応をし、道路施設の管理をしていかなければならない。今後の道路施設の長寿命化とする費用は膨大に要するが、費用対効果を念頭におき指標成果の向上を意識した維持管理をしていくことが重要である。
	TORIKUMI1: 道路のパトロールの実施と迅速な対応
	TORIKUMI2: 老朽化した橋りょうの補修
	TORIKUMI3: 歩道のバリアフリー化
	TORIKUMI4: 幹線道路や通学路の歩道整備や自転車交通環境の検討
	SIHYONM1: 道路・歩道の利用しにくさ、危険を感じた市民
	SIKI1: 市民アンケート
	SIHYONM2: 道路全般苦情件数
	SIKI2: 担当課で把握
	SIHYONM3: 長寿命化計画に基づいた橋梁補修率
	SIKI3: 担当課で把握
	SIHYONM4: 
	SIKI4: 
	SIHYONM5: 
	SIKI5: 
	TANI1: ％
	TANI2: 件
	TANI3: ％
	TANI4: 
	TANI5: 
	DUMY2: 
	DUMY3: 
	DUMY4: 
	DUMY5: 
	DUMY6: 
	MOKUHYO1_1: 99
	JISSEKI1_1: 83.1
	MOKUHYO1_2: 120
	JISSEKI1_2: 1557
	MOKUHYO1_3: 0
	JISSEKI1_3: 0
	MOKUHYO1_4: 0
	JISSEKI1_4: 0
	MOKUHYO1_5: 0
	JISSEKI1_5: 0
	MOKUHYO2_1: 83
	JISSEKI2_1: 83.5
	MOKUHYO2_2: 1479
	JISSEKI2_2: 1611
	MOKUHYO2_3: 0
	JISSEKI2_3: 0
	MOKUHYO2_4: 0
	JISSEKI2_4: 0
	MOKUHYO2_5: 0
	JISSEKI2_5: 0
	MOKUHYO3_1: 83
	JISSEKI3_1: 82.9
	MOKUHYO3_2: 1405
	JISSEKI3_2: 1033
	MOKUHYO3_3: 0
	JISSEKI3_3: 0
	MOKUHYO3_4: 0
	JISSEKI3_4: 0
	MOKUHYO3_5: 0
	JISSEKI3_5: 0
	MOKUHYO4_1: 82
	JISSEKI4_1: 0
	MOKUHYO4_2: 1334
	JISSEKI4_2: 0
	MOKUHYO4_3: 2
	JISSEKI4_3: 0
	MOKUHYO4_4: 0
	JISSEKI4_4: 0
	MOKUHYO4_5: 0
	JISSEKI4_5: 0
	MOKUHYO5_1: 82
	JISSEKI5_1: 0
	MOKUHYO5_2: 1267
	JISSEKI5_2: 0
	MOKUHYO5_3: 3
	JISSEKI5_3: 0
	MOKUHYO5_4: 0
	JISSEKI5_4: 0
	MOKUHYO5_5: 0
	JISSEKI5_5: 0
	MOKUHYO6_1: 82
	JISSEKI6_1: 0
	MOKUHYO6_2: 1203
	JISSEKI6_2: 0
	MOKUHYO6_3: 3
	JISSEKI6_3: 0
	MOKUHYO6_4: 0
	JISSEKI6_4: 0
	MOKUHYO6_5: 0
	JISSEKI6_5: 0
	HID_KAINEN: 2014
	HID_SHO_CD: 000050
	HID_RIREKI_NO: 28
	HID_EDA1: 1
	HID_EDA2: 2
	HID_EDA3: 3
	HID_EDA4: 4
	HID_EDA5: 5
	HYOKA_KB: 2
	KIKANST: 25
	KIKANED: 29
	ERRMSG: 
	DUMY1: 


